第2巻第9課


第9課　食習慣
目標
	日本語学習目標

・食事の前後のあいさつが言える。

・おなかがいっぱいであること、おなかがすいたこと、のどがかわいたことが言える。

・料理がおいしそうであること、おいしいことが言える。

・好きな食べ物を通じて、普段食べている食べ物について話すことができる。

文化・人間関係目標

・食生活について、日本やともだちとの共通点や相違点を発見する
	文字学習目標

・カタカナ（9文字）を読んだり書いたりできる。

・カタカナの拗音の表記がわかる。


主題場面（主题场面）
●制作意図＆授業のヒント
・おなかがすいているとき、おいしそうな料理が目の前にあるときに、つい出てくることばを生徒から引き出して、その気持ちを通して食べ物のトピックに引き込みましょう。生徒たちが想像力を働かせて、いろいろなことばを生徒から出させるようにしましょう。例えば、「おいしそう」「おなかがすいた」「これ、なに？」「食べよう」などが出てくるかもしれません。

問いかけ例

○どんな場面ですか。

○美佳たちはどんなことを言っているでしょうか。想像してみましょう。

●補足説明
なし
学習活動（学习活动）
おいしそう
	活動のねらい

	・おなかがすいたこと、のどがかわいたことを言うことができる。

・料理がおいしそうであることを言うことができる。

・好きな料理を言ったり、たずねたりすることができる。
・仮名で書かれた馴染みのある料理の名前を読むことができる。

	技能
	言語材料

	聞く話す
	読む
	書く
	表現
	語彙

	●


	●

	
	■新出

おなかがすいた。／のどがかわいた。／おいしそう。

■既習

～が好き?

－うん、好き。

－ううん、すきじゃない。
	肉、魚、果物、麺、飲み物、野菜、たまご、シシカバブ、冷麺、チョコレート、牛乳、ご飯、ピザ、中華まん、ミーシエン、ケーキ、パン、アイス、ハンバーガー、餃子、ジュース、コーラ、りんご、あめ、フライドチキン


●活動内容

・自分が好きな食べ物の写真に○をつけます。写真を見て、食べる前の表現を声に出してみます。また、友達に好きなものを聞きます。
●制作意図＆授業のヒント
・自分の好きな食べ物に○をつけて、生徒たちの気持ちをトピックに向けましょう。

・写真を見ながら「おいしそう」「おなかがすいた」「のどがかわいた」の表現を導入していきましょう。写真は、教科書の写真だけでなく、生徒の嗜好や地域の特性にあわせて集めましょう。写真を大判紙に印刷したり、PPTなどで見せたりするとクラス全体で情報が共有できるでしょう。
・写真を見て、その食べ物・飲み物に対して自分が思った表現を自分で選んで言うようにするといいでしょう。このようにすることで、練習のための練習を避けることができます。
　　　　例　シシカバブの写真を見て生徒たち（A、B、C、D）が同時に自分が思ったことを言う。
　　　　　　　A：おなかがすいた！

　　　　　　　B：おいしそう。

　　　　　　　C：―（好きではないので、何も言わない。）
　　　　　　　D：おいしそう！好き！

・友達と好きなものを聞きあう活動は、第1巻で既習の表現を使ってみましょう。この活動は語彙の練習にもなります。

例　A：シシカバブが　好き？

B：うん、好き。

C：ううん、好きじゃない。

●補足説明

・P47の表は、食べ物の分類を示す語彙と生徒たちが普段よく食べたり飲んだりする食べ物の語彙が載っています。また、付録（P118）にも参考語彙が載っているので、利用してください。また、クラスや生徒に合わせて教科書に載っていない語彙を導入してもいいでしょう。
・食べ物の語彙（新出語彙）がたくさん出ていますが、必修語彙ではありません。自分が好きなものや友達が好きなものを覚える程度でいいでしょう。

何を食べる？何を飲む？
	活動のねらい

	・朝ご飯、昼ご飯、晩ご飯に何を食べているか言ったり、たずねたり、書いたりできる。
・食生活について、友達の共通点や相違点を発見する。

	技能
	言語材料

	聞く話す
	読む
	書く
	表現
	語彙

	●


	
	●

	■新出

朝ご飯に何を食べる？

－パン。

朝ご飯に何を飲む？

－牛乳。
	朝ご飯、昼ご飯、晩ご飯、食べ物、飲み物、食べる、飲む


●活動内容

・自分が日常よく何を食べているかを振り返って、表に書きます。その情報を友達と交換し、友達との共通点や相違点、また自分の日常の食事の嗜好や習慣を知ります。

●制作意図＆授業のヒント
・P47で出てきた語彙も利用して、自分たちの日常の食生活を振り返る活動です。自分の食生活を振り返るだけでなく、友達の食生活を聞いたあと、両者を比較して共通点や相違点を見つけたり、また自分の食生活の嗜好や習慣を発見したりするようにしましょう。
・自分の食生活を振り返るために、1週間くらい毎回食事で何を食べたか、生徒に記録をつけさせるといいでしょう。

・発展的活動として、グループの食生活をまとめて発表する、食生活のアンケートをとる等をしてもいいでしょう。

・この課の学習活動とコラムを結びつけ、日本の2人の中学生と自分の食生活を比較することもできます。

●補足説明

・P48の1の表は、自分の食生活を振り返るためのメモなので、食べ物・飲み物の名詞だけ書きます。その後、質問しあうときは友達同士なので辞書形（食べる？）の形で聞きます。発展的活動で、グループの結果を発表したり、アンケートをとったり、文章を書いたりするときは「（動詞）ます（食べます）」「（動詞）ますか？（食べますか）」を使います。
ごちそうさま！
	活動のねらい

	・食事の前後のあいさつをすることができる。

・おなかがいっぱいであることを言うことができる。

・料理がおいしいこと、おいしかったことを言うことができる。

	技能
	言語材料

	聞く
話す
	読む
	書く
	表現
	語彙

	●


	
	
	■新出

いただきます。／おいしい。／おいしかった。／おなかがいっぱい。／ごちそうさまでした。
	


●活動内容
・漫画を見ながら美佳が何と言っているか想像します。そして、食べる前のあいさつ、食べ終わった後のあいさつ、食べているときによく使う言葉を言ってみます。
●制作意図＆授業のヒント

・美佳の食事の過程での場面や、そのときの動作・表情などを観察して、美佳が何と言っているか、自分なら何と言うか考えさせてから、表現を導入するといいでしょう。
・非言語行動（表情や動作など）にも気をつけさせましょう。
・実際に実物や写真などの教具を使うと効果的です。

・P47の「おいしそう」「おなかがすいた」「のどがかわいた」の表現もいっしょに使うようにしましょう。
・この課の日本語広場と結びつけ、おにぎりを実際に作って食べる過程で、実際に日本語で「おいしそう」「いただきます」「おいしい」などを言ってみるという授業デザインもできます。
●補足説明

なし
コラム（专栏）
日本の中学生の日常の食生活
	目標

	・日本の中学の昼ご飯（給食・弁当・学校内で食べる）について知る。
・日本の日常の食事の多様性や国際性、中国との共通性（料理、道具など）に気づく。

・日本の中学生の日常の食事（誰と、どこで、何を、道具）に関心を持つ。


●制作意図
・日本では、いわゆる和食（日本料理）と呼ばれる料理だけでなく、中国から伝わった餃子、インドから伝わったカレーライス、イタリアから伝わったスパゲティなど、様々な国に由来を持つ料理が日常の家庭の食卓に並びます。紗希とマイケルのある1日の食事の写真の観察を通して、日本の日常の食生活の多様性や中国との共通性にについて考えることを目的としています。

· 気付かせたいポイント：

　　　・日本の日常の食生活の多様性

・日本の過程で日常的に食べられているさまざまな国や地域に由来を持つ料理

・日本の学校での食事の形態（給食、お弁当）

●授業のヒント
・まず、写真から紗希とマイケルがどんなものを食べているかを観察してみましょう。それから、学習活動P48の結果を使いながら、紗希とマイケルの食事と自分たちの食事の共通性や相違性について話し合ってみましょう。話し合うときには、だれと食べているか、どこで食べているか、何を食べているかの点に注目するといいでしょう。
・余裕のあるクラスの場合、「食べます」「飲みます」という表現を紹介し、「わたしは朝ごはんに～を食べます」や「～さんは朝ごはんに～を食べます」のように発表する活動をしてもいいでしょう。

・発展的活動として、自分の食生活について、紗希やマイケルのように写真を用意し、それぞれの食事について説明を書いてみることもできるでしょう。説明は日本語と中国語の両方を使ってかまいません。
●補足説明
写真の解説

・日本の中学生の典型的な一日の食事（場所と一緒に食事をする相手の観点から）
朝食：
自宅で食べることが多いです。家族と一緒に食べる家庭もありますが、家族の出発時間が違うときにはバラバラに食べることもあります。
昼食：
学校の自分たちの教室で食べることが多いです。お弁当の学校と給食の学校があります。漫画のP14-15に、張と金が学校の外に昼ごはんを食べに行くことに対して、美佳が「日本では給食だけど……。」と不思議そうにしているシーンがあるのは、このためです。
夕食：
自宅で食べることが多いです。家族がそろって食卓を囲む家庭と、家族の仕事や中学生の塾などの事情によりバラバラに食べる家庭があります。
・食べている物の観点から
朝食：
紗希はご飯とみそ汁とおかずを食べています。マイケルはパンとジュースです。
昼食：
紗希とマイケルの学校は基本的にはお弁当です。お弁当の中身は、日によって、そして人によっています。紗希のお弁当のようにご飯をそのまま詰めることもありますが（左側の写真）、紗希の友達のお弁当のようにおにぎりを作って詰めることもあります（右側の写真）。お弁当の手前に置いてある箱は箸箱です。自分の箸とお弁当を布に包んで学校に持ってきます。
マイケルの写真は、学校の活動で1年生が全校の生徒のための食事を作ってくれたときのものです。この日のメニューは牛丼でした。
牛丼の隣の写真は、マイケルの友だちの学校の給食の写真です。給食は学校で作ってくれる料理ですが、配膳や片付けは生徒が自分たちで行います。給食は普通、毎日メニューがいます。
夕食：
紗希の家ではこの日は鍋と焼き餃子でした。日本料理と中華料理が混在していますが、このような混在は日本の家庭では日常的に見られます。一方、マイケルの家ではラーメンと揚げ春巻きでした。そのほか、マイケルの家ではカレーライスやスパゲティもよく食べると書いてありますが、これらの料理も日本の家庭ではよく作られる定番料理です。
・発展的視点
（1）食の変化の観点から
日本では、いろいろな国から伝わった料理がたくさん家庭料理の中に登場しています。しかし、これらの料理は長い時間をかけて、日本風のアレンジが加えられているものが多いです。例えばカレーライスはもともとインドから伝わった料理ですが、インドのカレーの作り方と日本のカレーの作り方は違います。また、スパゲティも日本風の味付けにアレンジされた食べ方も多いです（例：醤油で味付けしたもの、梅干しを使ったもの、たらこを使ったものなど）。餃子も違います。日本では「餃子」と言えば焼き餃子のことを指します。レストランのメニューでも、「餃子」と書かれているのは焼き餃子で、水餃子のときにはわざわざ「水餃子」と書かれています。そのほか、マーボー豆腐（麻婆豆腐）や酢豚（咕咾肉）、チャーハン（炒饭）などはインスタントの調味料がスーパーなどでたくさん売られています。
（2）道具の観点から
日本では食べる物によって、道具を使い分けています。箸を使っているシーンが多いですが、パンは手で食べるし、給食はチャーハンとスープなのでスプーンとフォーク、スパゲティはフォークで食べます。ちなみに、世界には大きく分けると①箸文化圏、②スプーン・フォーク文化圏、③手で食べる文化圏の三つがありますが、一番多いのは③の手で食べる文化圏だそうです。
・以下、参考ホームページ

http://www.osaka-kyoiku.ac.jp/~ioku/foodsite/hashi/sandaisyokusahou.html（日本語）
http://bahai-academic.hk/file.php?file=caidegui_canju_wenming_siweifangshi&langu=en-US（中国語）
考えてみよう・言ってみよう　（想一想 说一说）
●制作意図＆授業のヒント

・絵を見ながら、第9課で出てきた表現を確認できます。確認するとき、録音を聞いて確認してもいいでしょう。

●補足説明

・参考解答
1段目左：おなかがすいた。　　　　1段目右：のどがかわいた。

2段目左：おいしそう。　　　　　　2段目右：いただきます。

3段目左：おいしい。　　　　　　　3段目右：おいしかった。（おなかがいっぱい。）
4段目左：ごちそうさまでした。
日本語広場（日语广场）
おにぎり
	目標

	・おにぎり作りを体験する。
・おにぎりにまつわること（いつ食べるか、コンビにのおにぎり、具は何かなど）について知る。


●制作意図
・日本でポピュラーな食べ物である「おにぎり」を実際に作り、日本の食文化への興味関心を高めることができます。
●授業のヒント

・この課の学習活動と結びつけて、授業をデザインをすることができます。

例　・実際におにぎりを作って食べる過程で、気持ちを日本語（「おなかがすいた」「いただきます」「おいしい」など）で表現する。

・この課のいちばん最初にこの広場を扱って、動機付けをする。
・この課のコラム（P50）の紗希の友達のお弁当に「おにぎり」が入っています。この部分と結びつけて、授業をデザインすることもできます。

●補足説明

なし
カタカナ（片假名）
	目標

	・カタカナ9文字が読めて書ける。
・拗音の表記がわかる。


●制作意図＆授業のヒント

・カタカナの成り立ちの漢字とひらがなを組みあせる活動は、生徒の想像力を発揮させるように進めましょう。

・この課で扱う9文字を習った後、読めたり書けるようになる表現

バイバイ（8課）、ハンバーガー(9課、漫画）、スープ（9課）、パン（9課）
・付録の五十音図1、2も利用しながら授業ができます。五十音図2の連想法カタカナは、ほかのアイデアを生徒に考えさせることもできます。
●補足説明

参考解答：　シ（之）　　レ（礼）　　ヤ（也）　　ヨ（与）　　ト（止）
オ（於）　　チ（千）　　ユ（由）　　コ（己）
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